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交通の要衝としての150年、
そしてこれから。

北海道新幹線の整備計画が決定してから半世紀余り、令和12年度（予定）に北海道新

幹線の新函館北斗～札幌間が延伸し、長万部駅が誕生する。かつて「鉄道の町」とし

て栄えた歴史を振り返るとともに、新幹線駅のある新時代のまちづくりに迫る。

1973.11
1988.3
1998.2
2005.4
2005.5
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2012.8
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2016.3
2017.6
2019.1
2020.11
2022.3
2022.11

北海道新幹線整備計画決定

青函トンネル開業

駅・ルート概要公表

新青森～新函館北斗間、工事実施計画認可

新青森～新函館北斗間、起工式

東北新幹線全線開業（東京～新青森）

新函館北斗～札幌間、工事実施計画認可

新函館北斗～札幌間、起工式

開業時期を2035年度から2030年度末へ前倒し

北海道新幹線（新青森～新函館北斗）開業

新幹線長万部駅の高架化が決定

内浦トンネル（静狩工区）掘削開始

豊野トンネル・国縫トンネル掘削開始（全てのトンネル工事開始）

新幹線高架橋工事のため、中央跨線橋（元町～温泉）が通行止めに

国縫トンネル他工区の貫通式

長万部駅

倶知安駅

札幌駅

新小樽（仮称）

新八雲駅（仮称）

新函館北斗駅

木古内駅

奥津軽いまべつ駅

新青森駅

OSHAMAMBE STATION

SAPPORO STATION

KUTCHAN STATION

SHIN-OTARU STATION
(name TBD)

SHIN-YAKUMO STATION
(name TBD)

KIKONAI STATION

OKUTSUGARU-IMABETSU STATION

SHIN-AOMORI STATION

SHIN-HAKODATE-HOKUTO STATION

北海道新幹線の歩み

令
和
12
年
度
、
北
海
道
新
幹
線

新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
が
開
業
予
定
。

約
40
年
越
し
の
計
画
が
つ
い
に

正
式
認
可

　

北
海
道
新
幹
線
の
青
森
〜
札
幌
間
の
整
備

計
画
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
48
（
１
９
７

３
）
年
11
月
だ
っ
た
。
日
本
列
島
を
高
速
道

路
・
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
網
で
結
び
、
地

方
の
過
疎
化
と
都
市
の
過
密
化
を
同
時
に
解

決
し
よ
う
と
い
う
日
本
列
島
改
造
論
が
提
唱

さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
と
き
青
函
ト

ン
ネ
ル
は
ま
だ
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
（
昭
和

63
年
開
通
）
。

　

新
青
森
〜
新
函
館
北
斗
間
は
、
平
成
17
（
２

０
０
５
）
年
４
月
に
工
事
実
施
計
画
が
認
可
さ

れ
、
着
工
し
た
。
そ
し
て
、
新
函
館
北
斗
〜
札

幌
間
は
平
成
24
年
６
月
に
工
事
実
施
計
画
が

認
可
さ
れ
た
。
同
年
８
月
に
は
沿
線
の
中
間
地

点
で
あ
る
長
万
部
町
で
、
国
土
交
通
大
臣
や
知

事
、
白
井
捷
一
町
長
（
当
時
）
は
じ
め
約
２
０

０
人
が
出
席
し
、
起
工
式
・
祝
賀
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
39
年
も
の
歳
月
を
要
し
て
、
よ
う

や
く
路
線
全
線
の
完
成
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
平
成
27
年
１
月
、
政
府
・
与
党
の
申

し
合
わ
せ
と
し
て
は
令
和
17
（
２
０
３
５
）
年

度
末
予
定
だ
っ
た
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
の

延
伸
を
５
年
前
倒
し
て
令
和
12
年
度
末
と
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

平
成
28
年
３
月
26
日
、
北
海
道
新
幹
線
新

青
森
〜
新
函
館
北
斗
間
が
開
業
し
、
東
北
新

幹
線
と
合
わ
せ
東
京
か
ら
最
短
３
時
間
57
分

で
繋
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
24
年
6
月
に
認
可
さ
れ
た
計
画
で
は
、

長
万
部
駅
の
大
部
分
が
地
平
線
路
の
予
定
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
（
平

成
23
年
）
の
教
訓
か
ら
、
津
波
時
の
防
災
と
い

う
視
点
で
は
課
題
が
残
る
。
北
海
道
と
当
町
の

要
請
を
踏
ま
え
再
検
討
し
た
末
、
平
成
29
年

６
月
、
正
式
に
高
架
化
が
決
ま
り
、
地
面
か
ら

新
幹
線
線
路
ま
で
の
高
さ
約
14
ｍ
の
高
架
駅

に
変
更
と
な
っ
た
。

長
万
部
か
ら
東
京
へ
、

約
４
時
間
半
で

　

北
海
道
新
幹
線
は
新
函
館
北
斗
の
後
、
新

八
雲
駅
（
仮
称
）
、
長
万
部
駅
、
倶
知
安
駅
、

新
小
樽
駅
（
仮
称
）
、
そ
し
て
札
幌
駅
と
い
う

順
に
な
る
。
総
区
間
は
２
１
２
㎞
。
豪
雪
地
が

多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
約
80
％
が
ト
ン
ネ
ル
と

な
る
。
長
万
部
町
区
間
で
は
、
約
30
㎞
の
う
ち

沿
線
で
最
多
の
約
22
㎞
が
地
上
（
明
か
り
区

間
）
を
走
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
乗
客
は
噴

火
湾
の
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
運
行
中
の
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森

〜
新
函
館
北
斗
間
）
の
最
高
速
度
は
時
速
２
６

０
㎞
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
時
速
３
２

０
㎞
で
の
走
行
を
実
現
し
、
札
幌
延
伸
時
に
東

京
〜
札
幌
間
４
時
間
半
の
運
行
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。

　

時
速
２
６
０
㎞
な
ら
長
万
部
か
ら
札
幌
ま

で
39
分
（
現
在
約
２
時
間
20
分
）
、
新
函
館
北

斗
ま
で
25
分
（
現
在
約
１
時
間
20
分
）
、
そ
し

て
東
京
ま
で
約
４
時
間
半
（
現
在
約
６
時
間
）

と
な
る
（※

）
。
時
速
３
２
０
㎞
へ
の
高
速
化

が
実
現
す
れ
ば
、
長
万
部
か
ら
東
京
間
は
さ
ら

に
早
く
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。

※国土交通省鉄道局「収支採算性及び投資効果に関する詳細資料」（平成24年）に基づく。 豊野トンネル貫通・親子見学会（令和5年）

新函館北斗～札幌間、建設工事起工式（平成24年）



1415

長万部駅構内からの眺め（昭和26年）

長万部駅前（昭和40年代）

舗装中の市街地（旧国道）（昭和37年）

ドライブイン街（平成初年頃）

道央自動車道開通式（平成9年）

舗装された市街地（昭和40年代）

国縫IC完成（平成13年）

1891
1903

1923
1927
1928
1932
1934頃
1952
1959
1962
1965
1966
1967

1969
1970

1974頃
1981
1982

 

函館～札幌（定山渓経由）新道開通

森～熱郛間鉄道が開通、

二股・長万部・国縫の各停車駅が開業

長輪線長万部～静狩間が開通

瀬棚線、国縫～花石間開通

長輪線全線開通

瀬棚線全線開通、長万部機関庫設置

長万部市街地国道幅員拡張

１級・２級国道指定。現在の５号・37号の基本ルート確立

長万部小学校～役場（現NTT）前の舗装完了

長万部市街～国縫間の舗装完了

国道の級別区分廃止

国道５号線市街地付近、追越・駐車禁止

国道37号線、静狩・豊浦間29㎞に９か所の

トンネルを掘削、現ルート完成

国縫～瀬棚間が国道277号に昇格

このころから国鉄合理化開始

国道５号線、全線舗装完了

国道277号線国縫～瀬棚間、全線舗装完了

国鉄赤字40線廃止案発表

国道277号線国縫～瀬棚間を国道230号に編入

国鉄機関庫総合庁舎完成

1984
1987

1989
1992
 
1997 
2000 
2001 

瀬棚線の廃止が決定

国鉄分割民営化

小駅の無人化が進む

国道５号長万部バイパス着工

長万部機関庫廃止

国縫駅の簡易委託廃止により、町内全ての小駅が無人化

道央自動車道虻田洞爺湖IC～長万部IC間が開通

国道５号長万部バイパス全線開通

道央自動車道長万部IC～国縫IC間が開通

長万部公園と国道５号を結ぶふれあい大橋が開通

長万部をめぐる鉄道と道路の歩み

鉄
道
の
町
か
ら  

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
へ
。

　

昭
和
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
鉄
道
の
町

と
し
て
大
い
に
栄
え
、
マ
イ
カ
ー
ブ
ー
ム
以

降
は
国
道
沿
い
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
街
が
全
国

的
に
有
名
と
な
り
、
さ
ら
に
平
成
期
に
は
高

速
道
路
網
が
敷
か
れ
た
長
万
部
町
。
交
通
の

要
衝
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
き
た
町
の
変
遷
を

振
り
返
る
。

３
路
線
が
走
る
鉄
道
の
要
衝

　

長
万
部
に
初
め
て
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
鉄

道
が
登
場
し
た
の
は
、
明
治
36
（
１
９
０
３
）

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社

の
計
画
に
よ
り
函
館
〜
小
樽
間
の
鉄
道
（
後
の

函
館
本
線
）
の
森
〜
熱
郛
間
が
開
業
し
、
国
縫

駅
、
長
万
部
駅
、
二
股
駅
が
で
き
た
。
翌
年
、

同
線
は
全
通
し
、
蕨
岱
、
紋
別
（
中
の
沢
）
に

停
車
駅
が
で
き
た
。

　

運
送
業
や
宿
泊
業
を
営
む
者
が
多
か
っ
た

長
万
部
で
は
、
当
初
鉄
道
の
開
通
を
歓
迎
し
な

い
住
民
も
多
か
っ
た
。
実
際
、
一
時
的
に
不
況

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
や
が
て
鉄
道
は
長
万
部
に

新
た
な
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。
明
治
40
年
、
政
府
は
北
海
道
鉄
道
を
買

収
、
国
有
化
し
た
。

　

大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
、
長
輪
線
（
後
の

室
蘭
本
線
）
の
長
万
部
〜
静
狩
間
が
開
通
し
た
。

静
狩
駅
か
ら
約
１
㎞
北
方
に
、
大
正
期
か
ら
静

狩
金
山
が
開
か
れ
、
鉄
道
が
そ
の
輸
送
に
貢
献

し
、
静
狩
の
街
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。

　

昭
和
に
な
る
と
、
長
万
部
は
鉄
道
の
町
と
し

て
様
相
を
呈
し
始
め
た
。

　

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
、
瀬
棚
線
の
国
縫

〜
花
石
間
が
開
通
。
翌
３
年
に
は
、
長
輪
線
が

全
線
開
通
、
そ
し
て
瀬
棚
線
は
７
年
に
全
線
が

開
通
し
た
。
こ
う
し
て
長
万
部
は
、
３
路
線
が

走
る
鉄
道
の
要
衝
と
し
て
存
在
感
を
増
し
た
。

こ
の
年
、
黒
松
内
に
あ
っ
た
機
関
庫
が
移
転
し
、

長
万
部
機
関
庫
と
な
り
、
長
万
部
と
い
え
ば
鉄

道
と
言
え
る
時
代
が
到
来
し
た
。

人
流
・
物
流
の
大
動
脈
、

そ
し
て
国
鉄
職
員
の
町

　

戦
後
の
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
は
、
長

万
部
駅
で
駅
弁
「
か
に
め
し
」
の
販
売
が
始
ま

り
、
町
の
特
産
品
の
一
つ
に
な
っ
た
。

　

昭
和
20
〜
30
年
代
は
、
長
万
部
に
お
け
る

鉄
道
の
最
盛
期
で
あ
る
。
人
々
の
足
と
し
て
、

生
活
物
資
の
輸
送
手
段
と
し
て
鉄
道
の
果
た

す
役
割
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
長
万

部
機
関
庫
が
あ
っ
た
た
め
、
町
民
に
は
国
鉄
職

員
が
多
数
を
占
め
、
ピ
ー
ク
と
な
る
昭
和
40
年

に
は
、
町
内
だ
け
で
１
３
０
０
人
を
超
え
る
職

員
を
数
え
、
家
族
も
含
め
れ
ば
相
当
数
に
及

ん
だ
。
鉄
道
職
員
の
中
か
ら
町
議
会
議
員
が

何
人
も
選
出
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
以
降
、
自
動
車
の
大

衆
化
が
進
む
と
と
も
に
、
昭
和
45
年
に
は
、
国

鉄
の
合
理
化
が
始
ま
り
、
各
路
線
の
蒸
気
機

関
車
は
相
次
い
で
姿
を
消
し
た
。
町
の
人
口
も

昭
和
40
年
の
１
万
６
８
９
４
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
に
向
か
っ
た
。

　

昭
和
62
年
３
月
、
瀬
棚
線
が
廃
止
と
な
り
、

バ
ス
転
換
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
国
鉄
が
民
営
化

さ
れ
た
。
昭
和
57
年
に
は
国
鉄
機
関
庫
総
合

庁
舎
が
町
内
に
建
設
さ
れ
て
い
た
が
、
国
鉄
民

営
化
と
と
も
に
職
員
の
異
動
も
進
み
、
平
成
４

年
、
長
万
部
機
関
庫
が
廃
止
さ
れ
た
。
同
年
、

町
内
で
は
長
万
部
駅
以
外
の
全
て
の
駅
が
無

人
化
さ
れ
た
。

自
動
車
交
通
の
大
衆
化
と

国
道
の
変
遷

　

昭
和
20
年
代
半
ば
こ
ろ
、
長
万
部
町
内
に

は
自
動
車
は
わ
ず
か
数
台
し
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
自
動
車
の
大
衆
化
と
と
も
に
道
路
環
境

の
改
善
も
進
み
、
昭
和
40
年
代
初
期
ま
で
に

長
万
部
付
近
の
幹
線
国
道
は
ほ
ぼ
舗
装
を
完

了
し
た
。

　

長
万
部
町
内
を
走
る
国
道
は
、
国
道
５
号
、

37
号
、
２
３
０
号
の
３
本
で
あ
る
。
国
道
５
号

は
、
函
館
市
か
ら
後
志
管
内
を
経
由
し
て
、
札

幌
市
中
央
区
に
至
る
実
延
長
３
０
１
㎞
の
一
般

国
道
で
あ
る
。
国
道
37
号
は
、
長
万
部
町
で
５

号
か
ら
分
離
し
、
室
蘭
市
に
至
る
実
延
長
約

84
㎞
の
一
般
国
道
。
２
３
０
号
は
、
札
幌
市
か

ら
せ
た
な
町
へ
と
至
る
実
延
長
約
１
４
８
㎞
の

一
般
国
道
で
、
国
縫
か
ら
西
へ
分
岐
す
る
。

　

舗
装
が
進
み
走
り
や
す
く
な
っ
た
国
道
は
、

昭
和
40
年
代
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

と
と
も
に
急
速
に
自
動
車
交
通
の
比
重
を
高

め
た
。
昭
和
40
年
代
半
ば
ま
で
に
、
当
時
本
町

通
を
併
用
し
て
い
た
国
道
５
号
で
は
駐
車
禁

止
措
置
、
歩
道
車
道
の
分
離
な
ど
の
措
置
が

取
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
市
街
地
の
不
便
を

避
け
て
、
大
浜
、
中
の
沢
の
国
道
沿
い
に
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
街
が
出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
往

時
に
は
い
ろ
い
ろ
な
看
板
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が

軒
を
連
ね
、
全
国
的
に
も
有
名
な
存
在
と
な
っ

た
。

　

市
街
地
を
避
け
、
噴
火
湾
沿
い
を
走
る
国

道
５
号
長
万
部
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
た
の

は
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

一
方
、
平
成
９
年
に
は
道
央
自
動
車
道
の
虻

田
洞
爺
湖
IC
〜
長
万
部
IC
間
が
開
通
、
さ
ら

に
13
年
に
は
長
万
部
IC
〜
国
縫
IC
間
が
開
通

し
た
。
長
万
部
IC
か
ら
札
幌
南
IC
ま
で
約
２

時
間
15
分
、
大
沼
公
園
IC
ま
で
を
約
１
時
間

で
結
ぶ
。

　

自
動
車
の
流
れ
は
、
急
速
に
国
道
５
号
か
ら

道
央
自
動
車
道
へ
と
移
り
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
街

は
往
時
の
勢
い
を
失
っ
た
。
令
和
の
現
在
で
も

営
業
を
続
け
る
少
数
の
店
と
、
か
つ
て
の
栄
華

の
名
残
を
見
せ
る
空
き
店
舗
群
が
昭
和
の
香

り
を
漂
わ
せ
る
レ
ト
ロ
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。
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北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
の

実
施
計
画
認
可
に
伴
い
、
長
万
部
町
で
は
新

幹
線
開
業
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
や
新
し
い

長
万
部
駅
舎
に
関
す
る
計
画
が
い
ち
早
く
動

き
出
し
た
。
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
を
中
心
と
す
る
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

新
幹
線
開
通
と  

新
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
。

全
高
約
28
ｍ
の
壮
観
、
自
由
通
路
で

東
西
を
連
結

　

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
７
月
に
北
海
道
新

幹
線
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
の
実
施
計
画
が

認
可
さ
れ
る
と
、
町
は
25
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
住
民
公
募
に
よ
る
「
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
新

函
館
北
斗
〜
新
青
森
間
が
開
業
し
た
平
成
28

年
３
月
、
町
は
「
新
幹
線
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
実
行
計
画
」
、
続
く
29
年
３
月
に
は
「
新

幹
線
駅
周
辺
整
備
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

平
成
28
年
、
新
幹
線
駅
周
辺
整
備
を
目
的

と
し
、
民
間
の
有
識
者
や
一
般
公
募
で
集
ま
っ

た
町
民
で
構
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
」
を
設
置
し
、
役
場
内
の
特
別
職
と
管
理
職

で
構
成
す
る
長
万
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
「
長
万
部
ま

ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
（
同
30
年
）

を
策
定
、
そ
の
後
も
計
画
の
深
化
を
続
け
て
い

る
。

　

新
幹
線
駅
は
現
在
の
長
万
部
駅
よ
り
も
西

側
（
山
側
）
に
設
置
さ
れ
る
。
従
来
、
駅
と
線

路
に
よ
り
街
の
東
西
が
分
断
さ
れ
て
い
た
が
、

高
架
化
と
自
由
通
路
の
設
置
に
よ
り
、
東
西
の

往
来
が
容
易
に
な
る
。

　

駅
の
全
高
は
約
28
ｍ
の
３
階
建
て
で
、
一
般

的
な
ビ
ル
の
６
〜
７
階
に
相
当
す
る
。
駅
の
長

さ
は
２
６
３
ｍ
の
予
定
だ
。

　

自
由
通
路
の
南
側
が
新
幹
線
駅
舎
、
北
側

が
滞
留
空
間
で
町
が
管
理
す
る
エ
リ
ア
と
な
る
。

　

西
口
に
は
西
口
駅
前
広
場
と
ア
ク
セ
ス
道
路

を
新
設
す
る
。
自
由
通
路
を
わ
た
っ
て
現
在
の

駅
舎
の
東
側
（
海
側
）
の
部
分
は
、
東
口
昇
降

棟
や
東
口
駅
前
広
場
、
立
体
駐
車
場
を
核
と

し
た
商
業
複
合
施
設
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

東
口
か
ら
続
く
現
在
の
市
街
地
エ
リ
ア
は
土
地

区
画
整
理
事
業
を
実
施
し
、
新
た
な
市
街
地

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
駅
舎
も
含
め
て

市
街
地
周
辺
の
景
観
は
、
一
変
す
る
こ
と
だ
ろ

う
。

長
万
部
高
校
生
参
加
の

駅
デ
ザ
イ
ン
構
想

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
７
月
か
ら
新
幹
線

駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
が
始

ま
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
に
駅
デ
ザ
イ

ン
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
７
人
の
長
万
部
高

校
生
が
参
加
、
黒
谷
心
優
さ
ん
が
委
員
長
を

務
め
た
。
こ
う
し
た
委
員
会
に
高
校
生
が
主
力

と
し
て
参
加
す
る
の
は
極
め
て
異
例
な
こ
と
で
、

当
町
に
お
け
る
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
３
月
、
同
委
員
会
は
町
に
次
の
よ

う
な
駅
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
答
申
し
た
。

　

「
湯
け
む
り
香
る
噴
火
湾
、
人
と
時
代
の
交

差
点
」

　

具
体
的
に
は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ベ
ー
ス

に
さ
ら
に
次
の
３
案
に
分
か
れ
る
。

﹇
テ
ー
マ
①
﹈
汽
笛
が
響
く
日
だ
ま
り
の
温
泉

駅
（
北
海
道
の
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
レ
ト
ロ

な
外
観
・
古
き
良
き
長
万
部
町
の
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
雰
囲
気
の
駅
舎
）

﹇
テ
ー
マ
②
﹈
開
放
感
あ
ふ
れ
る
次
世
代
に
繋

が
る
駅
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
駅
舎
の
構
築
・
ガ

ラ
ス
張
り
の
中
に
道
南
の
木
材
を
活
用
し
た

駅
の
作
り
）

﹇
テ
ー
マ
③
﹈
み
ん
な
ま
ん
べ
で
ぽ
っ
か
ぽ
か
、

緑
い
っ
ぱ
い
北
の
温
泉
駅
（
懐
か
し
さ
を
感
じ

る
景
色
を
強
調
し
た
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
・
温
泉
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
温
か
な
落
ち
着
く
雰
囲
気
の

駅
舎
）

　

町
は
、
こ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
要

望
書
を
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
北
海
道
新
幹
線

建
設
局
に
提
出
。
こ
れ
を
基
に
建
築
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
「
人
と
時
代
の
交
差
点
」
「
大
自
然
の

雪
や
海
の
煌
め
き
」
「
湯
け
む
り
香
る
噴
火

湾
」
と
い
う
３
つ
の
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
を
抽

出
し
、
令
和
５
年
、
３
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
完

成
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
、
令
和
５
年
度
中
に
、
委
員
会

で
１
案
を
選
び
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
推
薦
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
委
員
会
へ
の
長
万
部
高
校
生
の
参
加

は
令
和
４
年
度
以
降
も
続
き
、
滞
留
空
間
の

構
想
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

待
望
の
北
海
道
新
幹
線
全
通
に
向
け
て
、

次
世
代
を
担
う
高
校
生
の
活
躍
も
あ
り
、
駅

を
中
心
と
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
姿
が

見
え
始
め
て
い
る
。

駅デザインA案

駅デザインB案

駅デザインC案 図案提供：JRTT鉄道・運輸機構

み
ゆ

駅デザイン検討委員会委員長より
町長へ駅デザインコンセプトの答申（令和4年）

駅デザイン検討委員会参加高校生の集合（令和4年）

駅デザイン検討委員会（令和4年）

駅デザイン検討委員会参加高校生による研修
（八戸市で滞留空間を視察）（令和4年）
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